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え！ほんと！？ アトピーの原因が早期の離乳食が原因だった 

昭和 41 年スポック博士の育児書が我が国で翻訳され、昭和 55 年位に当時の厚生省が「生後 5 ヶ月頃か

ら離乳食を開始する」などのことをメインとしたスポック博士の育児法を母子健康手帳に導入しました。

その 2 年後から、アトピー、小児ぜんそくが急激に増加したのです。 

ちょうどその頃、アメリカでは乳児ボツリヌス症事件が発生し、詳しく調べたところ赤ちゃんの腸はほと

んど消化能力がないということと、2 歳半頃までは未完成で目の粗いザルのようであるということがわか

ったのです。 

本来体に入ってきてはいけないものが腸の壁をすり抜け、進入したことが引き金になってアトピーがおこ

ることもわかりました。 

腸の消化機能が未熟な乳児期に離乳食でタンパク質を与えると、タンパク質が腸の壁をすり抜けてします

のです。 

1 歳半過ぎになれば腸の消火機能も大人に近づきますから乳児のようにタンパク質がそのまま体内に入っ

てくることはありません。 

アメリカでは、こうしたことから心のある医師たちは、離乳食のタンパク質はポイズンとして２歳までの

赤ちゃんに与えることを禁じています。 
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